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はじめに   

シヌラ藻（synurophytes）は珪酸質の鱗片で細胞が覆われる，主に淡水域に出現する微細  

藻類である。．本藻群と同様に淡水域に出現し，単細胞性で黄色の葉緑体をもつ黄金色藻と  

は明確に識別される外見や鞭毛装置構造の違いなどより，独立した藻群であるシヌラ藻綱  

（Synurophyceae）としても扱われてきたが，黄金色藻とは明確な系統的分岐が見られない  

ことから，近年では黄金色藻に含められることが多い。止血〃0〝10〃α∫属藻類は単細胞性，  

勘〃〃rα属藻類は球形の細胞群体を形成する浮遊性種からなり，ともに細胞を覆う細胞鱗片  

の構造の違いより種が識別されている。本稿ではこれら珪酸質の鱗片をもつ種群をシヌラ  

藻として扱う。調査を行った山形県県民の森はおよそ895haの森林で，荒沼，大沼など10  

以上の沼が点在し，これらには，琵琶沼など林間に独立して存在する沼や，大沼など河川  

が流入する沼など，異なる特性が見られる。それぞれの沼の微細藻類相は環境の指標とな  

るだけでなく，富栄養化した湖沼に代表的なアオコ（A弟croサ∫由αer〟g血∫β）も確認される  

など，有害種やブルーム（水の華）の原因となる藻類の分布も知ることができる 。現在ま  

でに行っている微細藻類相調査では，県民の森湖沼群より複数種のシヌラ藻の出現が確認  

されている。 シヌラ藻は細胞鱗片の形状から種同定が可能であり，この鱗片は固定後も構  

造が維持されるため，固定試料を比較することで沼ごとの出現藻類を種レベルで確認し，  

分布を調査することができる。本研究では，微細藻類の分布特性に関する基礎情報の取得  

を目的として，県民の森湖沼群におけるシヌラ藻の種組成を調べた。  

材料と方法   

シヌラ藻の観察試料は山形県県民の森湖沼群の10カ所の沼より2011年5月から7月に  

採集した。採集した沼と採集時に計測した表層水温をTablelに示す。プランクトン試料は  

目合い20いmのプランクトンネットで採取し，未固定の生物試料と，約2％のホルマリン  

による固定試料を研究室に持ち帰り，光学顕微鏡，走査型電子顕微鏡観察に供した。   

未固定の遊泳細胞は微分干渉顕微鏡（Zeiss Axioskop2）で観察し，出現したシヌラ藻の  

細胞をデジタルカメラ（AxioCamHRc）で撮影，記録した。走査型電子顕微鏡観察用の試  

料作成には未固定の生試料と固定試料の両方を用いた。 生試料中の細胞は倒立顕微鏡  
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（Olympus CKX41）上で確認し，キヤピラリーピペットで細胞を分離後，1％オスミウム  

酸で固定した。固定細胞はPoly－L－Lysineを塗布したガラスプレート上に付着した後，脱水，  

乾燥した。細胞の脱水はエタノール系列（30％～99．5％）で行い，酢酸イソアミルに置換  

した後，臨界点乾燥装置（JEOLJCPD－5）を用いて乾燥した。試料はイオンコ一夕（JEOL  

JFC－1500）を用いて金を蒸着した。細胞鱗片の観察には，走査型電子顕微鏡JEOLJSM－6510  

を用い，加速電圧15kVで観察した。細胞の形状と出現が確認された沼の状況より遊泳細  

胞と細胞鱗片の対応関係を明らかにし，沼ごとのシヌラ藻出現種をまとめた。種同定は細  

胞と細胞鱗片の形状に基づいて行い，種の同定はHarris（1958），HarrisandBradley（1960），  

Siveretal．（1990），Takahashi（1959），高橋（1991），JanatkovaandN伝mcova（2009）などの文  

献に従った。  

Tablel．Samplingdateandsurfacewatertemperature（OC）ofpondsinKenmin－nO－mOri・  

Samplingdateandtemperature  

5／2  5／9  5／16  5／23  6／6  6／13  6／20  6／27  7／4  7／11  

Pond  

Arenuma  9   15  17  17  20   21  22   21  25   28  

18  Itabashinuma   

Onuma  ll   

Kokenuma   

Taiheinuma   

Dqjyonuma  13   

Hannokinuma  ll   

Biwanuma   

Maganuma   

Mikokubonuma   

20  25  

21  19  

20  19  

17  

17   

18  22  

20  

結果と考察   

光学顕微鏡下で観察される細胞と細胞鱗片の形状が特徴的である種，もしくは細胞鱗片  

の形状が走査型電子顕微鏡で確認された種については種を特定することができた。県民の  

森の湖沼群からは2属20種のシヌラ藻の出現が確認され，この中には勘〃〟rα属4種，  

肋Jわ椚0〃α∫属16種が含まれる。沼ごとの出現種をTable2に，種ごとの形態的特徴を以下  

に示す。  
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Thble2．OccurrenceofsynurophytegeneraandspeciesinthepondsofKenmin－nO－mOri．  

Pond  肋Jわ椚0〝α∫  砂れ〟rα  

〟cα〟血ね，A4crα∫∫f叩〟α椚α，」はeわ乃gαね，  

A4eoα，A才力αrrf∫Jαe，A4ねケ椚e〃e  

〟c♂〟（ね拍，Aオcrα∫∫7∫曾〟β椚α，A4ガor（フ，  

凡才カβrrねわe，A4わ∫7g乃f∫，A4Jeレ別e〃e  

〟c（7〟（ねね，八広cr（J∫∫J叩〝α椚α，〟gわ乃gαね，  

〟ゐαrrJ∫ねe，A4Jeケ椚e乃e   

〟α加わ椚叫Aオcα〟ゐね，〟・Crα∫∫ね曾〟α椚α，  

〟九如m画血  

A4e叩，〟eわ〃gαJβ，Aオガor（7，〟拍〃∫〟r（由  

〟α加）血椚0ち〟cα〝（加α，〟・Crα∫∫J叩〟〟椚d，  

A4乎Jg〃（お那，A4わ〝∫〟rdね  

〟cα〟（ね′α，Aオcrα∫∫J叩〟α椚α，〟eわ〃g（血，  

A虞eod，A4力αrrね∫αβ，A虞Jeケ研e〃e，  

〟刑α√再e〝た0αg，A五ク（画Jわ甜，〟ク〟〃CJ昨用，  

ルオ乎ね〝dβ〃ぶ，A虞わ乃∫〝rαね  

〟Jeわざ椚ei，〟．crα∫ぶf叩以α朋α  

A47eわノme乃e，ルー〝㍑け再廠1ねαe   

〟∴沌町加澗“，〟c♂〟ゐね，A4ego搾g釧旭，   

〟：呼Je乃de門ざ，凡才わ〃∫以rαfd  

Arenuma  

Itabashinuma  且クeねr∫e乃ブブ，∫．乎力dg椚COね  

∫．gね∂r（7，∫．peねr∫e〃JJ，  

ぶ．乎毎g〃fcoね，∫．草加ぶd  

且gJα占rα，∫．クeねr∫e〃〃  

Onuma  

Kokenuma  

Taiheinuma   

Dqjyonuma  

∫．クgJer∫e〃ブブ，且乎加g乃gCOJα  

∫．乎ゐαg〃7CO／α  

Hannokinuma  ふgんかα，∫．クeJer∫e〃fた  

∫・岬／れ7g扇ぐ0んJ  

Biwanuma   

Maganuma   

Mikokubonuma  

∫．gねみr（7，ぶ．岬力αg乃7COね   

ぶ・gJαあrα，ぶ・クeJer∫e〃ブブ  

出現したシヌラ藻の形態的特徴  

Syn〟raglabYaKorshikov1929（Figsl－3）  

球状の群体を形成する。細胞は球形で，細胞後端は急に細くなり柄をつくる。鱗片は卵形  

で薄く，長軸にそって中央が隆起し，隆起より放射状に肋が並ぶ。肋は細く鱗片後部付近  

では縁辺に達しない。鱗片先端に刺はない。  

分布：大沼，苔沼，はんのき沼，曲沼，みこくぼ沼  

勘n〟raPeterTeniiKorshikov1929（Figs4－6）  

球形の群体を形成する。細胞は涙滴状で，細胞後端に向かって徐々に細くなる。鱗片は細  

長い楕円形で，中央が長軸にそって隆起し，その外側に放射状に肋が並ぶ。肋は太く発達  

し鱗片縁辺に達する。鱗片先端に刺はない。  

分布：板橋沼，大沼，太平沼，苔沼，はんのき沼，みこくぼ沼  
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Figsl－6．Light and scannlng electron microscopy of Synura spp・1－3：砂nura glabra，4－6：勘nura  

PeterSenii．Scalebars：20甘mfbrFigsl，2，4，5，2トImfbrFigs3and6・  

Synura甲hagnicoln（Korshikov）Korshikov1929（Figs7－9）  

球形の群体を形成し，細胞前端には明瞭な赤色の油滴が観察される。鱗片は光学顕微鏡下  

でも円形に近い輪郭と刺が確認される。鱗片は楕円形で縁辺が厚く，基盤には小孔が規則  

的に並ぶ。鱗片先端には短い管状突起を1本もつ。  

分布：板橋沼，大沼，太平沼，どじょう沼，はんのき沼，曲沼  

勘n〟Ya甲inosaKorshikov1929（FigslO－12）  

細胞は長円体で細胞後端より伸びる柄でつながる細胞群体を形成する。細胞群体は，いび  

つな球形から，細長く伸びることもある。鱗片は卵形で，前部は6角形の網状構造，後部  

は小孔構造をもつ。前縁には放射条線がある。鱗片前端に長い突起が1本あり，その先端  

には2－3つの小歯がある。  

分布：大沼  
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Figs7－12．LightandscannlngelectronmicroscopyofSynuraspp．7－9：SynuraQhagnicola，10－12：均′nura  

乎inosa．Scalebars：20pmfbrFigs7，8，10，11，2pmfbrFigs9and12．  

MallomonasakrokomosRuttnerexPascher1913（Figs13，14）  

細胞は細長い披針形で，後端が尖る。細胞前端から数本の剛刺が伸びる。鱗片は長円形で，  

鱗片中央よりやや後方に大きめの孔が多数あり，孔のない間隙で囲まれ，その外側に小さ  

めの孔が多数ある。鱗片後部には折れ曲がり縁に沿って1列の孔が並ぶ。鱗片前端は鋸状  

の刻み目がある。剛刺には鋸歯がある。  

分布：苔沼，どじょう沼，みこくぼ沼  

肋肋卿那∫C助血ねIwano仔1899（Figs15，16）  

細胞は細長い長楕円形で，後端に向かって細くなる。細胞全体から長い剛刺が多数伸び，  

円形の鱗片は光学顕微鏡下でも観察できる。鱗片は円形から楕円形で，基盤に多数の小孔  

がある。縁辺の3／4程度が裏面に折り返り，大きめの孔が1つある。剛刺の先端側に鋸歯  

がある。  

分布：荒沼，板橋沼，大沼，苔沼，どじょう沼，はんのき沼，みこくぼ沼  
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Figs13－24．Lightandscannlngelectronmicroscopyof肋Ilomonasspp．13，14：M akrokomos，15，16：M  

Caudata，17，18：M crassisquama，19，20：M elongata，21，22：M eoa，23，24：Mj70ra．Scalebars：20トIm  

fbrcells（Figs13，15，17，19，21and23），2pmfbrscales（Figs14，16，18，20，22and24）．  

MaLlomonascYaSSisquamaP．A．SiveretA．Skogstad1988（Figs17，18）  

細胞は楕円形で後端以外から剛刺が伸びる。鱗片は丸みを帯びた菱形で，基盤に小さな孔  

が多数見られる。基盤には網目模様もあり，後方にはV字構造が発達する。縁辺には放射  

条線がある。剛刺には鋸歯があり，先端が尖る。  

分布：荒沼，板橋沼，大沼，苔沼，どじょう沼，はんのき沼，琵琶沼  

MallomonaselongataReverdin1919（Figs19，20）  

細胞は細長い楕円形で，細胞前端付近から剛刺が伸びる。鱗片は丸みを帯びた菱形で，基  

盤には小孔が多数ある。鱗片後方のV字構造の角度は狭く，先端部は縦に細長い。剛刺に  

一14－   



は鋸歯がある。  

分布：荒沼，大沼，太平沼，はんのき沼，みこくぼ招  

MhLtomonaseoaE．Takahashi1969（Figs21，22）  

細胞は楕円形から披針形で，前端と後端のみから剛刺が伸びる。鱗片は丸みを帯びた菱形  

で，基盤には規則的な網目模様が隆起し，網目の間には多数の小孔がある。鱗片縁辺は折  

り返り，その上に粒状突起が放射条線様に並ぶ。剛刺に鋸歯はなく，先端が尖る。  

分布：荒沼，太平沼，はんのき沼  

MallomonasPoraK．HarrisetD．E．Bradley1960（Figs23，24）  

細胞は長円形で，細胞全体から細い剛刺が多数伸びる。鱗片は楕円形で，基板には多数の  

明瞭な横条線が走る。ドームには湾曲した線状の紋様がある。縁辺には放射条線があり，  

前縁ではごく短い。発達したⅤ字構造は左右に分かれ放射条線の内側を通りドームに達す  

る。剛刺は湾曲し，湾曲方向の逆側に鋸歯が規則的に2列並ぶ。  

分布：板橋沼，太平沼  

Mallomonashar・risiqeE．Takahashi1975（Figs25，26）  

細胞は卵形から長円形で，剛刺は細胞前端と後端付近に多く見られる。鱗片は楕円形で，  

基盤に不規則な網目模様と，その間に多数の小孔がある。中央付近に立体的なⅤ字構造が，  

前端には小さなドームがある。剛刺には非常に小さな鋸歯があり，先端が尖る。  

分布：荒沼，板橋沼，大沼，はんのき沼  

Mallomonasheterv乎inaJ．W．GLund1942（Figs27，28）  

細胞は球形から卵形で，細胞全体から先端に鈎をもつ剛刺が伸びる。鱗片は卵形で，基盤  

には多数の小孔があり，その上に不規則な網目模様がある。鱗片前端に模様のないドーム  

がある。  

分布：苔沼  

MallomonasinsなnisPenard1919（Figs29，30）  

細胞は細長く，後端が尖る。剛刺はない。鱗片は楕円形から卵形で，前端は縁辺にそって  

1／3程度隆起し，顆粒状の模様が見られる。後端は1／2から2／3程度表側に折り返る。鱗片  

前端に管状突起をもつものと，もたないものがある。管状突起は鱗片の基板程度の長さに  

達することもある。  

分布：板橋沼  

MaHomonasleboimeiBourrelly1947（Figs31，32）  

細胞は長い楕円形で全体から太い剛刺が伸びる。鱗片は楕円形で，盾板には細い横条線が  

多数走り，条線の間に小さな孔が多数ある。後部には太い放射条線がⅤ字構造から伸びる。  

V字構造はドームに達する。ドームでは不明瞭な直線状の紋様が前後ないし左前から右後  

に走る。剛刺には鋸歯が軸の両側に並ぶ。  

分布：琵琶沼  
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Figs25－36．Lightandscannlngelectronmicroscopyof肋Ilomonasspp．25，26：M harrisiae，27，28：M  

力eJero岬∫〝α，29，30：劫〔面倒g由来31，32：A4Je占0血e′，33，34：A4／e少椚e〃e，35，3‘：〟椚d両班わαe．Scale  

bars：20pmfbrcells（Figs25，27，29，31，33and35），2トmforscales（Figs26，28，32，34and36），5pmfbr  

Fig30．  

Mallomonasleb，meneK．HarrisetD．E．Bradley1960（Figs33，34）  

細胞は卵形で，鱗片の翼構造の隆起が観察される。剛刺は短く細胞の幅程度で，やや湾曲  

する。鱗片は菱形から卵形で，表面に頼粒のある翼構造が発達する。剛刺には短い鋸歯が  

ある。  

分布：荒沼，板橋沼，大沼，はんのき沼，曲沼  

MaHomonasmatvienkoae（Matvienko）AsmundetKristiansen1986（Figs35，36）  

細胞は長い楕円形で全体から長い剛刺が伸びる。鱗片は楕円形で前端は顆粒状突起で覆わ  
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れやや隆起し，後方には孔があり，1／2から1／3程度は輪郭が表面に折り返る。細胞前方の  

鱗片には大きめの孔が1つ見られる。剛刺の鋸歯は明瞭でなく，先端が二分岐する。  

分布：はんのき沼，曲沼  

Figs37－44．LightandscannlngelectronmicroscopyofMbllomonasspp・37，38：Mpqpillosa，39，40＝M  

PunCt昨ra，41，42：M甲Iendens，43，44：Mtonsurata・Scalebars：20トImfbrFigs39and41，2pmfbrFigs  

38，40，42and44，10トLmfbrFigs37and43．  

Mallomonasp呼illosaK．HarrisetD．E．Bradley1960（Figs37，38）  

細胞は楕円形で全体から剛刺が伸びる。鱗片は卵形から細長い菱形で，基板表面には顆粒  

が規則的に並ぶ。前端には小さなドームがあり，その右側には顆粒，左側には孔が見られ  

る。前方の縁辺には放射条線があり，後方は1／2程度の縁辺が折り返る。剛刺には鋸歯が  

あり，先端が尖る。  

分布：はんのき沼  

Mhllomonasp〟nCt昨raKorshikov1941（Figs39，40）  

細胞は楕円形で，前端にくびれた冠構造をもつ。剛刺はまばらで細胞全体からまっすぐに  

伸びる。鱗片は丸みを帯びた台形ないし五角形で，基板全面に多数の小孔があり，網構造  

がある。後方2／3程度は辺縁が表面に折り返り，その内側に発達した逆U字の隆起が位置  

する。不明瞭なドーム構造の前端には小歯が4－5個ある。剛刺には鋸歯が軸の両側に並ぶ。  

分布：はんのき沼  
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Mallomonas甲Iendens（G．S．Vhst）Playfairemend．Croomeetal．1985（Figs41，42）  

細胞は細長い楕円形で，前端と後端から約4本ずつ剛刺が伸びる。鱗片は菱形で，細胞表  

面に規則的に密に並ぶ。鱗片の表層膜には頼粒状の突起が見られる。剛刺はやや先細り，  

鋸歯はない。  

分布：どじょう沼，はんのき沼，みこくぼ沼  

Mallomonastons〟rataTeilingemend．Krieger1930（Figs43，44）  

細胞は楕円形で，前端付近のみに長短2種類の剛刺をもつ。鱗片は丸みを帯びた菱形で，  

基盤には横方向にやや湾曲した条線が，条線の間に孔が並ぶ。後端の縁辺にはⅤ字構造が  

発達する。前端にはドームがある鱗片とない鱗片があり，ある鱗片はドームの下部より基  

部が屈曲した剛刺が伸びる。短剛刺には鋸歯が並び，長剛刺に鋸歯は見られないが，先端  

は2分岐して尖る。  

分布：板橋沼，太平沼，はんのき沼，みこくぼ沼  

種ごとの出現の特徴   

山形県県民の森において10カ所の沼で合計31回の調査を行い，2属20種のシヌラ藻の  

出現を確認した。出現種のうち比較的広範囲の分布が確認されたのは，肋Jわmo〃α∫属では  

〟cα〟血ねと〟c粕血叩柑那の2種が7つの沼より，勘〃〟rα属では∫．peJer∫e〃f≠と∫．  

岬加g〃如才αの2種がそれぞれ6つの沼より確認された。これらの種は普遍種として様々な  

地域から出現が報告されており，例えば凡才c（才〟（ねJαは，富栄養の高温水域から貧栄養の低  

温水域まで幅広く出現することが知られる（．ezaeovaand畠kaloud2004）。一方で，調査中  

一度だけ出現が確認された種も見られ，勘〃〟rα属では∫．甲血∫αが大沼のみで，肋Jわ椚0乃α∫  

属では〟おな乃ねが板橋乳〟力eJero甲血が苔沼，〟Je占0血eブが琵琶沼，そして〟ク呼肋∫α  

と〟p〟〃CJ押rαがはんのき沼のみで出現が確認された。このうち〟ブ〃裏g血は板橋沼にお  

いて1細胞のみが確認されている。 〟ガorαは板橋沼と太平沼より確認されているが，太  

平沼では比較的高い細胞密度で出現したのに対し，板橋沼では1細胞のみが観察されてい  

る。A4Jeあ0わ刀e～は琵琶沼のみで出現が確認されたが，試料中には比較的高い細胞密度で観  

察された。本種はヨーロッパと北中米より出現報告があり，南半球からは見つかっていな  

い（良ezaeovaand告kaloud2004）。本邦での出現は今回が初報告と思われるが，本種は北半  

球全域に広く分布していると考えられる。〟Je占0∫椚efは，高層湿原など泥炭が堆積した酸  

性の湿原から主に報告されており，試験紙により予備的に調べた琵琶沼のpHは6程度で  

あった。県民の森湖沼群における本種の分布特性を明確にするには，それぞれの沼のpH  

を含む湿性遷移の段階も参考になると思われる。本種を含め，特定の沼より出現が確認さ  

れた種についてはそれぞれの沼の微細藻類相を特徴づける可能性もあるが，今回の調査時  

期は雪解け期の5～7月で沼ごとの調査回数も限られるため，分布範囲を限定するのは難し  

い。   

シヌラ藻の出現状況を時系列で見ると，水温が20℃以下である6月上旬までに全種の出  
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現が確認され，その後の出現種数は減少傾向にあった。一週間毎に連続採集した荒沼では  

水温が15℃以下であった5月9日までに児Jピケ椚e〝e，〟crα∫∫～叩〟α椚α，〟カαrrね加の3  

種が確認され，その後は観察されなくなった。このうち〟Jeわ′研e乃eは6月27日にはんの  

き沼（20℃）でも観察されたが，〟crα∫∫ね曾〟α椚αと〟ゐαrrねねeは5月23日の板橋沼（18℃）  

で確認された以降，全ての沼で観察されていない。今回の調査は7月中旬以降の高水温期  

における観察を行っていないが，シヌラ藻の周年遷移を把握するには，後述する沼ごとの  

種組成より，勘〃〟rα属では4種が確認された大沼，止血Jわ〝和〃α∫属では11種が確認された  

はんのき沼が適しているといえる。  

沼ごとの出現状況   

確認されたシヌラ藻の出現状況を見ると，A血Jわ∽0〃〟∫属は試料中では比較的低細胞密  

度であったが，調査した全ての沼より出現が確認され，構成種を見ても2種ずつ出現した  

琵琶沼と曲沼を除き，4種以上の出現が確認されている。 一方で，勘〃〟rd属は多くの試料  

中に優占して出現したが，大沼で4種の確認された他はそれぞれの沼から1～2種のみしか  

確認されず，荒沼と琵琶沼では本属は観察されなかった。太平沼では5月9日に沼全体が  

着色するほど細胞密度が上がり，このときの優占種が∫．岬力αg〃加Jαであったことは，同種  

細胞がもつ赤色の油滴が光学顕微鏡下でも観察されることから確認されている。また，大  

沼では5月2日に∫．クe′er∫e〃′fによるブルームが確認されている。   

シヌラ藻の2属が多く出現したのは，はんのき沼，大沼，板橋沼で，それぞれ14種，9  

種，8種が確認されている。み〃〝rα属は全ての沼では4種が観察されたが，大沼ではこれ  

らの全てが確認されている。A血〃0〝！0れd∫属を見ると，はんのき招からは県民の森全体から  

確認された半数以上の11種が観察されており，そのうち〟ク呼肋∫αと〟ク〟〃CJ昨rαはこ  

の沼のみで観察されている。はんのき沼での調査は3回と多くなく，10回の試料採集を行  

った荒沼でも 肋Jわ椚0〃α∫属の出現が 6種であることを考慮しても，はんのき沼は  

AゐJわ椚0〃α∫の生育に適した環境であると判断できる。   

勘乃封rd属は県民の森のいくつかの沼では優占種として出現したが，荒沼と琵琶沼からは  

出現が確認されなかった。琵琶沼での調査は1回のみであったが，10回調査を行った荒沼  

で勘〃〟rαが観察されていないことは興味深い。大沼とはんのき沼で∫．クeJer∫e如才が，鰭沼  

で∫．岬ろdg〃加Jαが優占した5月2日の調査時には，荒沼では黄金色藻β励みヮ0〃がブルー  

ムを形成していた。これらの沼における栄養塩の挙動は不明でみるが，勘〃〟rα属は比較的  

富栄養の水域に（Kristiansen1986），Dinob7yOn属は貧栄養の水域に出現する（Lehman1976）。  

また，培養条件下ではぶ．pe′gr∫e〃≠≠の最大増殖速度を与える pHは5．5～6．5 とされ  

（Saxby－Rouenetal．1997），Dinob7yOndivergensは中性からアルカリ性の水域に出現すると  

される（Hamilton1969）。PH試験紙による予備的な測定では，5月2日の荒沼はpH6．5で  

あり，Synuraが優占した3つの沼（はんのき沼pH5，どじょう沼pH5，大沼pH6）より  

やや高い傾向が見られた。しかし，翌週以降の調査では荒沼と他の湖沼の間に明確なpH  
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の差はなかった。   

本研究では鱗片構造に基づいてシヌラ藻の出現状況の調査を行い，勘乃〝rα属は県民の森  

の多くの沼で優占して時にはブルームを形成することのほか，種数で見ると大沼には  

勘〃〃rα属が，はんのき沼には肋Jわ∽0乃α∫属が多く出現すること，そして荒沼には紗〃〟rα  

属が全く確認されないことなど，分布状況の一部を明らかにすることができた。これらの  

原因は明確でないが，今回調査した勘〃〟rαと九九Jわ〝柑〃α∫のほか荒沼に優占したβ加∂γ0〃  

は，主に春季に遊泳細胞が出現し，その後休眠胞子を形成することで水域に留まり，翌年  

に再び出現することが知られるため，これらの分布特性は例年見られる傾向とも想定する  

ことができる。  
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